
「幕府が大名たちに意見を聞いたのは
なぜだろう」
「自分だったら、開港に賛成か反対か、
どう考えただろうか」

特色ある図版と記述から、
疑問や問いが生まれます

本編113テーマ

予想される
生徒の疑問や問い

■ 多彩な地図・グラフ・側注
さまざまな面から考えを深め、授業展開を豊かに
します。

■ 読みやすいリアルな文章
歴史の現場に引き込まれ、「なぜだろう」という
問いが生まれます。

「絵の人たちはどういう人たちだろう」
「何と言っているだろう」
「なぜ黒船を見にきたの？」
「望遠鏡は自分で持ってきたのか」
「何が見えたのだろう」
「黒船見物に行った女性は多かったの
かなあ」

「兵士の整列が揃っている」
「通訳はどういう人がしたのか」
「なぜ犬がいるの？」
「幕府の役人や、見物している人はどん
な気持ちだっただろう」

「同じペリーなのに、なぜいろいろな顔
があるのだろう」

「ペリーの目的は何だったのか」

生徒の関心を引き出す印象的なタイトル

「ペリーは沖縄に５回も寄港して
条約を結んでいた。沖縄の人た
ちはどう考えていたのか」

「幕府が通商条約を結んだことは良
かったのか」
「貿易が始まったら日本は貧しくなるの
だろうか」
「井伊直弼は殺された。これから日本
はどうなっていくのか」

「ペリーは半年以上かけて来た」
「なぜ太平洋でなく大西洋から
来たのだろう」

「福島の百姓が黒船を見に来た」
「菅野八郎はどういう人だろう」

■ 太字をなくす
主体的な学習を妨げる太字をなくしました。
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■ 大きく鮮明な図版
一人ひとりの発見や疑問から授業が始まります。


